
平成 29 年度 一般社団法人日本くすり教育研究所 事業計画 

 

概要 

 一般社団法人日本くすり教育研究所の活動も２年目を迎える。 

会員数も順調に増えてきており、会員相互の情報交換や、医療系の団体、会社からの協

力もいただきながら、より活発な活動を推し進めていく。会員相互の情報交換の場として

ホームページの活動報告コーナーなどをより充実することにより、会員相互の活動を把握

できるようにして、より高度な活動を目指す。このためには会員数の増加は必須である。

活動内容としては、青少年への医薬品教育、薬物乱用防止教育和中心に、飲酒・喫煙の害、

アンチドーピング教育、さらには市民、医療従事者、教員への啓発活動など、会員の専門

分野の活動に積極的に取り組んでいく。 

 

１．会員数の増加のための情宣活動と正会員の活動への積極的参加 

  目標 メール会員： １，０００名 

     正会員：     １５０名 

     賛助会員：      ５社（１０口） 

 

２．ホームページによる情報などの提供の充実 

会員からの活動情報を掲載するサイトの充実を目指す。 

関係団体、会社からの情報を増やし、ライブラリー構築を目指す。 

 

３．平成 29年度薬物乱用防止啓発訪問事業（厚生労働省委託業務）（（株）小学館集英社プ

ロダクション パブリックサービス事業部）に参画 

ホームページでの活動内容及び訪問事業の申し込みの紹介、教材の作成、研修会で

の講演に参加。 

 

４．健康教育（医薬品教育、薬物乱用防止教育など）授業への参画 

 所属（一社）日本くすり教育研究所として参画を増やす。 

 

５．健康教育指導者の研修会への参画 

所属（一社）日本くすり教育研究所として参画を増やす。 

 

６．市民への「医薬品の適正使用」講演会へ参画 

   所属（一社）日本くすり教育研究所として参画を増やす。 

 

７．登録販売者・認定薬剤師の研修のための教材作成/研修会に参画 


